
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
最高血圧値及び最低血圧値を測定する血圧測定手段と、血圧値が測定された時刻や日付を
測定する時計機能と、測定された血圧値及びその時の時刻や日付を複数回分記憶する記憶
手段と、記憶手段に記憶された血圧値及び時刻や日付を表示する表示手段とを備えた血圧
計において、時計設定が行われていない状態で血圧測定が行われた場合に、測定された血
圧値に番号をつけて記憶する記憶手段と、該番号を表示する表示手段とを設け、時計表示
をする表示手段と番号を表示する表示手段とを同一の表示部で兼用し、時計設定が行われ
ている記憶された測定値を呼び出して表示する時に、番号表示と時計表示とを交互に表示
するか又は測定値表示開始後一定時間のみ番号表示を行うための共通の表示部を設けて成
ることを特徴とする血圧計。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、最高血圧及び最低血圧を測定して表示するための血圧計に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来から、血圧の測定時に測定値と共に時刻や日付を記憶し、記憶された血圧値及び時刻
や日付を呼び出して表示することができるようにした血圧計が知られている。
【０００３】
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なお、公知の特許文献としては下記の特許文献１、特許文献２がある。
【０００４】
【特許文献１】
特開昭６３－２３０１４８号公報
【特許文献２】
特開平２－５５０３４号公報
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら上記した従来例にあっては、電池を初めて投入した時や電池を交換した時に
時計が設定されていなくても、時計が動き出し、時計合わせ（時刻・日付合わせ）をせず
に使用すると時刻や日付を誤ったまま血圧計が記憶してしまうという問題があった。
【０００６】
本発明は上記の従来の問題点に鑑みて発明したものであって、その目的とするところは、
時計合わせ（時刻・日付合わせ）がされていない時、使用者が常に時計合わせがされてい
ないことを認識できると共に時計合わせをしていない状態でも測定や記憶ができ、且つ誤
った日付や時刻が記憶されない使い勝手のよい血圧計を提供するにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
上記の従来の問題点を解決するため、本発明にあっては、最高血圧値及び最低血圧値を測
定する血圧測定手段と、血圧値が測定された時刻や日付を測定する時計機能と、測定され
た血圧値及びその時の時刻や日付を複数回分記憶する記憶手段と、記憶手段に記憶された
血圧値及び時刻や日付を表示する表示手段とを備えた血圧計において、時計設定が行われ
ていない状態で血圧測定が行われた場合に、測定された血圧値に番号をつけて記憶する記
憶手段と、該番号を表示する表示手段とを設け、時計表示をする表示手段と番号を表示す
る表示手段とを同一の表示部で兼用し、時計設定が行われている記憶された測定値を呼び
出して表示する時に、番号表示と時計表示とを交互に表示するか又は測定値表示開始後一
定時間のみ番号表示を行うための共通の表示部を設けて成ることを特徴とする血圧計。
【０００８】
【作用】
上記のような構成の本発明によれば、時計設定（時刻・日付設定）が行われていない状態
で血圧測定を行った場合、記憶手段により測定された血圧値に番号を付けて記憶され、該
データは表示手段により測定番号と血圧値が表示される。
【０００９】
そして、時計設定が行われた状態では測定値と時刻や日付等のデータが記憶手段に記憶さ
れ、記憶されたデータは表示手段により表示される。この場合、時計表示をする表示手段
と番号を表示する表示手段とが同一の表示部を兼用し、構成を簡略化している。
【００１０】
また、共通の表示部は、時計設定が行われている記憶された測定値を呼び出して表示する
時に、番号表示と時計表示とを交互に表示するか又は測定値表示開始後一定時間のみ番号
表示を行うように構成することで、現在表示されている表示がその時の測定値の表示かあ
るいは記憶された測定値を呼び出して表示しているのかが、簡単に判別できる。
【００１１】
【実施例】
本発明を以下添付図面に示す実施例に基づいて詳述する。図１には本発明の血圧計の全体
斜視図が示してある。図１において１は血圧計本体、２は被測定者の上腕部に装着して測
定するための圧迫帯、４は電源スイッチ、５は測定開始スイッチ、６はデータ呼出スイッ
チ、３は液晶表示素子よりなる表示部を示している。
【００１２】
血圧計には、圧迫帯２、徐々排気弁８、加圧ポンプ９、ポンプ駆動回路１０、急速排気弁
１１、急速排気弁駆動回路１２、圧力検出器１３、圧力検出回路１４、マイクロコンピュ
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ータ１５等により構成される血圧測定手段が設けてある。
【００１３】
図２には本発明の血圧計のブロック図が示してあり、このブロック図に基づいて本発明の
血圧計の構成及び動作を説明すると、今、測定者が圧迫帯２を上腕部に装着し、電源スイ
ッチ４をオンし、更に、測定開始スイッチ５をオンすると、マイクロコンピュータ１５が
検知し、急速排気弁駆動回路１２を介して急速排気弁１１を閉じ、更にポンプ駆動回路１
０を介して加圧ポンプ９を駆動し、圧迫帯２の内部圧力を上昇させるようになっている。
圧迫帯２の内部圧力は圧力検出器１３により検出され、圧力検出回路１４を介してデジタ
ル化され、マイクロコンピュータ１５へ送られ、監視される。圧迫帯２の内部圧力が所定
値を越えた時点で、マイクロコンピュータ１５はポンプ駆動回路１０を介して加圧ポンプ
９を停止させ、測定を開始する。測定中、圧迫帯２内圧力は徐々排気弁８を介して徐々に
降圧され、上腕部の血流成分による圧力振動の変化を圧力検出器１３により検出し、マイ
クロコンピュータ１５により最高血圧値、最低血圧値が判別されることになる。
【００１４】
血圧値が判別され、測定が完了すると、急速排気弁１１が開放され、圧迫帯２の内部圧力
は大気圧まで下げられ、表示手段を構成する液晶表示素子よりなる表示部３に最高血圧値
、最低血圧値が表示されると同時に、時計回路１９より測定時の日付及び時間が出力され
、マイクロコンピュータ１５へ転送される。マイクロコンピュータ１５は判別された最高
血圧値、最低血圧値、日付、時間のデータを記憶手段を構成する記憶素子１６へ転送して
記憶する。
【００１５】
測定がなされる毎にこれらのデータは記憶され、記憶素子１６の記憶容量を越えるまで蓄
積される。記憶素子１６の記憶容量を越えると、測定毎に最も古いデータが消去され、新
しいデータが記憶される。
【００１６】
図３には表示手段を構成する表示部３を示し、前述のように液晶表示素子により構成して
あり、マイクロコンピュータ１５により駆動されるものである。図３においては表示部３
の全セグメントを表示した例を示している。この表示部３には最高血圧を表示する最高血
圧表示部３ａと、最低血圧を表示する最低血圧表示部３ｂと、時計表示部３ｃと、脈拍を
表示する脈拍表示部３ｄとが設けてある。
【００１７】
上記のような構成の血圧計において、本発明にあっては、時刻や日付設定等の時計設定が
行われていない状態で血圧測定が行われた場合に、測定された血圧値に番号をつけて記憶
する記憶手段と、該番号を表示する表示手段とを設けた構成に特徴がある。この番号を表
示する表示手段は前述の時計設定（つまり時刻や日付設定）が行われた状態における記憶
手段に記憶された血圧値及び時刻や日付を表示する表示手段である表示部３が共用される
ようになっている。
【００１８】
すなわち、血圧計に電池を初めて入れた時、あるいは電池交換時に古い電池を外して新し
い電池を入れるまでの間に時計の内容がクリアされてしまった時、マイクロコンピュータ
１５は表示部３の時計表示部（すなわち時刻や日付を表示する表示部）に時計がセットさ
れていないこと（つまり時刻や日付が設定されていないこと）を表示するために、図４の
ように時計表示部３ｃにおいて一セグメントのみを表示するようになっている。使用者は
この図４のような表示を見て、時計がセットされていない事を容易に認識でき、時刻や日
付を合わせて時計設定を行うのである。時計セットが完了すると、図５のように時計表示
部３ｃに時計表示（つまり時刻や日付表示）を開始する。
【００１９】
データ呼出スイッチ６を押すと、記憶素子１６にデータが記憶されている場合、記憶され
ているデータの内、最も新しいデータが表示部３に表示され、以降データ呼出スイッチ６
を押す毎に古いデータに逆上って表示部３に表示される。ここで、表示されるデータが血
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圧値と共に時刻や日付のデータが存在する時は図６のように最高血圧表示部３ａに最高血
圧値が表示され、最低血圧表示部３ｂに最低血圧値が表示され、時計表示部３ｃに時刻及
び日付が表示される。また、説明を省略しているが、血圧計に備わっている脈拍測定手段
により測定した脈拍値が脈拍表示部３ｄに表示されるものである。
【００２０】
また、図４に示すような時計設定がなされていない状態で、測定が行われ、血圧値が記憶
された場合には測定された血圧値に番号がつけられ図７のように表示されると共に記憶手
段である記憶素子１６に記憶される。そして、時計設定がなされていない状態でデータ呼
出スイッチ６を押すと、記憶素子１６から呼び出されて図７のように番号の付けられたデ
ータが表示される。つまりこの場合、図７のように時計表示部３ｃに時刻や日付の代わり
に番号が表示される。
【００２１】
ところで、時計設定がなされた状態で測定をした場合に測定が終了すると、その時に測定
した血圧値が図６と同様に表示部３に表示されることになるが、この表示がその時に測定
した血圧値が表示されているのか、記憶手段である記憶素子１６に記憶された記憶データ
が呼び出されて表示されているのかがわからなくなる場合を考慮して、記憶データを呼び
出して表示する際には図８（ａ）に示すように時計表示部３ｃに番号表示を行うのと、図
８（ｂ）に示すように時計表示部３ｃに時計表示（つまり時刻や日付の表示）を行うのと
を交互に繰り返して表示するようにマイクロコンピュータ１５により制御するようにして
もよい。このようにすると、時計表示部３ｃに番号表示と時計表示とが交互に繰り返され
ている場合には過去の記憶データを呼び出して表示していることが使用者に理解され、時
計表示部３ｃに時計表示のみが表示されている場合には現在測定した血圧値を表示してい
ることが使用者に理解されることになる。
【００２２】
また、データ呼出スイッチ６が押された直後に番号表示を行い、一定時間後に時計表示（
つまり時刻や日付表示）をおこなうようにマイクロコンピュータ１５により制御するよう
にしてもよく、このようにしても、表示部３に表示された表示が記憶データを呼び出した
表示であるかどうかを使用者が簡単に判別できるものである。
【００２３】
【発明の効果】
本発明にあっては、上述のように、最高血圧値及び最低血圧値を測定する血圧測定手段と
、血圧値が測定された時刻や日付を測定する時計機能と、測定された血圧値及びその時の
時刻や日付を複数回分記憶する記憶手段と、記憶手段に記憶された血圧値及び時刻や日付
を表示する表示手段とを備えた血圧計において、時計設定が行われていない状態で血圧測
定が行われた場合に、測定された血圧値に番号をつけて記憶する記憶手段と、該番号を表
示する表示手段とを設け、時計表示をする表示手段と番号を表示する表示手段とを同一の
表示部で兼用し、時計設定が行われている記憶された測定値を呼び出して表示する時に、
番号表示と時計表示とを交互に表示するか又は測定値表示開始後一定時間のみ番号表示を
行うための共通の表示部を設けてあるので、時計設定が行われていない状態で血圧測定を
行うと時間表示がされずに番号表示がされることになって、使用者に時計合わせがなされ
ていないことを認識させることができるものであり、また、時計合わせをしていない状態
で使用しても測定が記憶ができ且つ誤った日付や時刻が記憶されることがないという利点
があり、また、時計表示をする表示手段と番号を表示する表示手段とを同一の表示部で兼
用しているので、構成を簡略化できるものであり、更に、共通の表示部は、時計設定が行
われている記憶された測定値を呼び出して表示する時に、番号表示と時計表示とを交互に
表示するか又は測定値表示開始後一定時間のみ番号表示を行うので、現在表示されている
表示がその時の測定値の表示かあるいは記憶された測定値を呼び出して表示しているのか
が、簡単に判別できて、使い勝手が良いものである。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の血圧計の斜視図である。
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【図２】同上のブロック図である。
【図３】同上の表示部の全点灯状態を示す説明図である。
【図４】同上の時計設定が行われていないことを表示部で表示している説明図である。
【図５】同上の時計設定が行われていることを表示部で表示している説明図である。
【図６】同上の時計設定が行われている状態で記憶されているデータを呼び出して表示部
で表示している説明図である。
【図７】同上の時計設定が行われていない状態で記憶されているデータを呼び出して表示
部で表示している説明図である。
【図８】（ａ）（ｂ）は同上の時計設定が行われている状態で記憶されているデータを呼
び出して表示部で表示する際の表示方法の説明図である。
【符号の説明】
３　表示部
１６　記憶素子
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